
　政治学を専攻する筆者としては、今回の震災のキーワードは「絆」ではなく、「想定外」だったのではないか、と思っ
ている。「想定外の津波」「想定外の原発事故」と「想定外」という言葉が安易に使われ、被災の現場を知らない者が使う
一種の「免罪符」「マジックワード」として機能していたような感じすらした。「想定外」という用語は、言外に準備不足
であったことを認めている。少なくとも危機管理の陣頭に立つ政治的なリーダーは、「想定外」という言葉を安易に使
用すべきではないし、使うのであるならば、「どうして想定外に陥ったのか分析し、次にそうしたことを起こさないよ
う検討するべき」である。東日本大震災の特徴を「想定外」と一言で片付けてしまうのは簡単であるが、それでは次に
つながらない。本章では、筆者なりに東日本大震災の特徴を考え、不足しがちであった被災地のマンパワーについて
考察する。

　……本書第1章「東日本大震災の特徴を考える」より

　東日本大震災で浮き彫りになった様 な々問題点
──支援団体の受け入れ、仮設住宅の自治…etc

　それらを著者自ら現地で行った調査、被災自治体の取り組
み、東日本大震災のみならず、中越、能登半島等の震災の事例
等を交え、客観的に整理し、その課題を提示する。
　震災時の支援のあり方、震災後の対応など、本書は将来を担
う行政職員や学生にとって必携の書である。
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